
恵
比
寿
自
治
会
・
宮
崎
東
消
防
署
と
の
合

消
火
栓
・
消
火
器
を
使

っ
た
消
火
訓
練

、

た

っ
て

、
大
規
模
災
害
対
処
訓
練
が
行
わ

災
害
を
想
定
し
た
患
者
避
難
誘
導

、
屋
内

れ
ま
し
た

。
夜
間
当
直
体
制
時
の
大
規
模

社
会
と
云
わ
れ
る
怒
涛
へ
の
み
込
ま
れ
て
い
き
ま
す

。

な
ど
様
々
な
難
問
が
噴
出
し
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ

・根拠に基づいた説明のできる医療・看護・介護を実践します

　
新
年
に
当
た
り
個
人
的
な
感
想
を
申
し
ま
す
と

、

・全職種による安全で質の高いチーム医療を行います

　
〝
私
た
ち
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
何
か
〟
と

る
よ
う
な
〝
ま
ち
創
り
〟

な
が
ら

、
医
療
と
介
護
の
切
れ
目
が
な
く

、
ま
た
老

な
肝
炎
治
療
法
に
よ
る
専
門
医
療
の
提
供
な
ど
を
通

力

、
結

（
ゆ
い

）
の
力
で
１
つ
で
も
多
く
の
笑
顔
を

す

。
同
時
に

、
こ
れ
は
若
者
の
将
来
と
表
裏
一
体
の

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
新
た
な
決
意
で
正
月
を
迎
え
ら
れ

さ
と
重
さ
を
今
更
な
が
ら
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

た
こ
と
と
存
じ
ま
す

。

社
会
保
障
費
の
急
増
に
加
え
認
知
症
・
救
急
・
多
死

年
と
い
う
節
目
の
1
年
で
し
た
が

、
来
し
方
を
振
り

経
験
す
る
こ
と
と
な
り

、
こ
の
問
題
の
大
き
さ
と
深

増
や
し
て
欲
し
い
も
の
で
す

。
当
院
も
開
設
3
0
周

内
科
の
復
活
に
よ
る
高
齢
者
医
療
の
充
実
や

、
新
た

し
て

、
地
域
の
方
々
へ
こ
れ
ま
で
以
上
の
貢
献
が
で

で
す

。

掲　示　板

も
一
義
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

。
政
治
の
力

、
経
済
の

し
た

。

一
人
一
人
が
真
剣
に
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま

が
起
こ

っ
た
際
に
行
動
で
き
る
よ
う
職
員

同
訓
練
等
を
行
い

、
実
際
に
大
規
模
災
害

患者様の権利

職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
皆

か
ど
う
か
は
こ
れ
か
ら
の
1
0
年
が
勝
負
で
あ
り

、

祉
施
設

、
行
政
を
は
じ
め
様
々
な
方
々
と
連
携
を
し

四季　第　51号　（1） 四季　第　51号　（4）

　宮崎市高松町2番１６号

○私たちは、自分が受けたい医療・看護・介護を提供します

・患者様は、自分自身の診療に関する情報の提供を受ける権利があります。また、他の医療機関の

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。
多
く
の
看
護
職

が
必
要
で
す

。
当
院
に
於
い
て
は

、
本
年
は
循
環
器

私
た
ち
一
人
一
人
が
必
死
に
考
え
て
行
動
す
る
こ
と

・患者様は、良質な医療サービスを平等に受ける権利があります

・患者様は、人格・意思が尊重され、人間としての尊厳を守られる権利があります

・地域連携に努め、地域包括ケアシステムの発展に貢献します

・患者さまの権利と尊厳を大切にし、心のこもった医療・看護・介護を提供します

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎医療センター病院

問
題
で
も
あ
り

、
高
齢
者
の
安
寧
以
上
に

、
子
供
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
看
護
部
長
　
黒
木
　
和
代

　
平
成
2
7
年
乙
未
の
年

、

き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

。

い
も
若
き
も
希
望
を
持
て

い
う
こ
と
を
常
に
出
発
点
と
考
え

、
医
療
機
関
や
福

　

「
乙
未

（
き
の
と
ひ
つ
じ

）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
春
に
思
う
こ
と

」
し
上
げ
ま
す

。

返
り
こ
れ
ま
で
ご
支
援
頂
い
た
た
く
さ
ん
の
方
々
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
病
院
長
　
田
畑
　
直
人

　
昨
年
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
一
色
の
感
が
あ
り
ま
し
た

が

、
経
済
の
復
活
な
し
に
国
の
元
気
な
し
と
い
う
の

大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す

。
希
望
の
社
会
を
残
せ
る

ち
が
生
き
て
い
く
将
来
の
こ
と
を
見
据
え
る
こ
と
が

感
謝
す
る
と
と
も
に

、
皮
膚
科
の
開
設
な
ど
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

れ
ま
す

。
私
事
な
が
ら

、
昨
年
夏
か
ら
在
宅
介
護
を

に
参
画
し
て
ま
い
る
所
存

　医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

・患者様は、医療従事者から説明を受けた後に、提案された診療計画などを決定する権利があります
・急性期から在宅医療までを繋ぐ医療・看護・介護を提供します

　　　宮崎医療センター病院では、上記に基づき患者様の権利を尊重して医療を行なっております。

　
迎
え
て
の
2
0
1
5
年
は

、
団
塊
の
世
代
8
0
0

万
人
全
て
が
高
齢
者
と
な
り

、
い
よ
い
よ
超
高
齢
化

・お互いを信頼し、やりがいと誇りを持てる職場にします

な
り
ま
し
た

。
そ
の
間
に
も

、
看
護
介
護
を
取
り
巻

標
に
向
か

っ
て
迷
う
こ
と

様
に
貢
献
す
る
と
い
う
目

・患者様は、プライバシーを尊重される権利があります

基
準
の
促
進

」
や

「
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
評
価
で
”
看
護

て
い
る
事
業
の

「
夜
勤
・
交
代
制
勤
務
の
勤
務
編
成

く
情
勢
は
進
化

、
現
在

、
日
本
看
護
協
会
が
推
進
し

～

新
年
の
ご
挨
拶
～

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

な
く
歩
い
て
ま
い
り
ま
す

。

い
い
た
し
ま
す

。

年
の
終
わ
り
の
感
慨
を
持
つ
間
も
な
く
御
用
納
め
と

昨
年
後
期
は
煩
雑
な
日
常
と
な
り

、
当
然
の
ご
と
く

員
の
方
々
に
は
年
末
年
始
も
勤
務
し
て
頂
き
感
謝
申

　
1
2
月
1
0
～

1
2
日
の
3
日
間
に
わ

題字 理事長自筆

第５１ 新春号
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理 念

基 本 方 針

宮崎医療センター病院

第37回 日本高血圧学会総会

斉田 光彦 （10月17～19日 神奈川県）

ＪＤＤＷ2014 ～第22回 日本消化器関連学会週間～

児玉 眞由美、折田 圭大 （10月23～26日 兵庫県）

第18回 日本心血管内分泌代謝学会学術総会

吉田 美帆 （11月21～22日 神奈川県）

第40回 日本肝臓学会東部会

稲田 由紀子 （11月27～28 東京都）

学会等参加実績（10月～12月）

２/四半期の学会等参加者は、以下の
とおりです。

★循環器内科が開設されました★

平
成

2

7

年

1

月

1

日
よ
り
「
循
環
器
内
科
」

が
診
療
科
目
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

当
院
の
標
榜
診
療
科
は

7

科
で
左
記
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

★
宮
崎
市
一
斉
清
掃

11月16日（日）に行われた宮崎市一

斉清掃に参加して参りました！

繁華街の中心部ということもあり、お

酒の空き缶やゴミがたくさん落ちてい

ました。

朝方で寒かったですが、終わる頃には
体はポカポカでした（＾＾）

循環器とは、全身の血管と心臓のことをさします。
循環器科は、高血圧や心臓疾患、動脈硬化、コレステ
ロールが高い方、成人病など心臓の病気や血圧・血管の
病気の方が主に対象となります。

日本人の死因の1/3は血管系の病気（心臓疾患、脳血管

疾患）が原因です。

「歩くと動悸や息切れする」、「検診で心雑音を指摘さ

れた」、あるいは血管の動脈硬化が気になるという方は、

一度検査をおすすめします。

循環器とは、どんな方が対象で、

どんなことをするの？

■
大
規
模
災
害
対
処
訓
練
■

《搬送訓練》

《消火訓練》

《トリアージ》

《恵比寿通りの清掃》



謝
し
て

、
ま
た
今
年
1
年

間
の
労
を
お
互
い
に
ね
ぎ

～

創
立
3
0
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
～

　
1
2
月
1
2
日

（
金

）
に

、
M
R
T
m
i
c
c
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー

ル
に
て
3
0
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。
式
典
の
中
で
病
院
長
よ
り
1
0

披
露
し
て
も
ら
い

、
会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た

。

に
努
力
し
て
き
た
結
果
と

し
て
今
の
私
達
が
あ
り
ま

す

。
こ
れ
ま
で
病
院
を
支

え
て
き
て
く
れ
た
た
く
さ

ん
の
方
々
を
思
い
出
し
感

言
葉
が
述
べ
ら
れ
祝
賀
会
が

楽
し
み
ま
し

ょ
う
！

」
と
の

い
と
思
い
ま
す

。
お
お
い
に

年
以
上
に
わ
た

っ
て
病
院
を
支
え
ら
れ
た
5
5
名
の
職

り

、

「
こ
の
激
変
の
時
代

に
た
く
さ
ん
の
人
達
が
こ

に
な
り

、
賑
や
か
に
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た

。
そ
し

て

、
今
年
も
医
師
の
方
々
が
主
体
と
な

っ
て
出
し
物
を

ま
た
来
年
が
楽
し
み
で
す
ね
！

（
渉
外
企
画
課
　
井
上

）

で
き
る
非
常
に
貴
重
な
時
間

署
の
ス
タ

ッ
フ
同
士
が
交
流

員
1
人
1
人
に
対
し
て
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た

。
表
彰

者
の
中
に
は

、
四
半
世
紀
に
も
わ
た
り
病
院
を
支
え

、

歴
史
を
作

っ
て
こ
ら
れ
た

方
も
い
ま
す

。
病
院
長
よ

の
病
院
に
集
い

、
よ
り
良

い
病
院
に
し
よ
う
と
懸
命

ら
い
な
が
ら
共
に
過
ご
し
た

わ
せ
る
こ
と
が
少
な
い
他
部

は
日
頃

、
な
か
な
か
顔
を
合

始
ま
り
ま
し
た

。
祝
賀
会
で

《
栄
養
科

》

四季　第　51号　（2）四季　第　51号　（3）

ー

タ
ベ
ー

ス
事
業

」
な
ど
に
対
す
る
考
え
の
ま
と
め

”
を
変
え
る
！
労
働
と
看
護
の
質
向
上
の
た
め
の
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
科
長
　
黒
木
　
典
子

は

、
年
越
し
と
な
り
ま
し
た

。

し

、
医
療
保
険
適
応
の
病
床
と

は
医
療
看
護
が
可
視
で
き
る
こ
と
が
審
査
指
標
と
な

）
を
数
字
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の

柱
と
し
て
展
開
す
る
事
業
の
こ
と
で
す

。
昨
年
は

、

査
予
定
で
す
が

、
症
状
ト
レ
ー

ス
型
評
価
に
お
い
て

け
て
い
る
と
感
じ
ま
す

。
社
会
保
険
制
度
下
で
の
本

　
一
方

、
医
業
収
入
も
社
会
保
障
政
策
に
影
響
を
受

院
の
経
済
性
維
持
を
考
え
ま
す
と
き

、
政
策
に
対
応

し
た
組
織
機
能
の
考
案
が
必
要
で

、
外
部
因
子
・
内

部
因
子
に
対
峙
し

、
看
護
部
機
能
を
構
築
す
る
こ
と

も
課
題
と
考
え
ま
す

。

ズ
に
応
え
る
看
護
領
域
の
開
発
―

展
開

」
を
3
つ
の

　
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

。

で
す

。
本
院
は

、
来
年

、
医
療
機
能
評
価
の
更
新
審

っ
て
お
り

、
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
事
業
を
注
視
し
な
が
ら

の
準
備
を
要
す
る
と
考
え
ま
す

。
ま
た

、

「
夜
勤
・

を
提
案
し
改
善
を
指
導
し
て
い
ま
す

。
本
院
で
は

、

続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

」
に
も
通
じ
る
事
業
で

、

交
代
制
勤
務
の
勤
務
編
成
基
準
の
促
進

」
は

「
働
き

日
本
看
護
協
会
は

「
勤
務
編
成
の
基
準
一
一
項
目

」

　

【
と

っ
て
も
簡
単
！
焼
き
餅
茶
漬
け

】

全
国
約
三
〇
〇
の
病
院
が
参
加
し
て
急
性
期
病
床
に

お
け
る
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
作
成
が
進
行
し
ま
し
た

。

デ
ー

タ
化
し

、
”
看
護
を
可
視
化
”
す
る
こ
と
で

、

看
護

（
医
療

）
の
質
の
変
化

（
向
上
・
維
持
・
低
迷

評
価
の
枠
組
み

（
構
造
・
過
程
・
結
果

）
を
用
い
て

構
成
さ
れ
て
お
り

、

「
看
護
の
質
の
向
上

」
に
つ
い

評
価
指
標
は
一
三
四
項
目
・
八
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

で

　
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
事
業
と
は

、
そ
の
頭
の
英
字
を
繋

い
で
D
i
N
Q
と
言
い

、

「
看
護
の
質
の
向
上

」
「

看
護
職
が
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

」
「
ニ
ー

て
は

、
看
護
実
践
を
ド
ナ
ベ
デ
ィ
ア
ン
の
看
護
の
質

年
1
0
月
1
日
に
介
護
療
養
病

棟
よ
り
医
療
療
養
病
棟
へ
転
換

一
六
時
間
の
長
時
間
夜
勤
体
制
が
課
題
と
い
え
ま
す

。

　
　
　

《
A
B
4
病
棟

》

　
　
　
　
　
　
　
　
病
棟
師
長
　
加
治
屋
　
志
穂
子

　
A
B
4
病
棟
は

、
平
成
2
4

最
近
は
認
知
症
の
高
齢
者

、
人

工
呼
吸
器
等
高
度
な
医
療
が
必

要
な
方

、
が
ん
末
期
の
方
が
増

え
て
き
て
お
り

、
在
宅
で
の
看

取
り
に
関
わ
る
こ
と
で
私
た
ち

も
沢
山
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い

写真

な
り
ま
し
た

。
病
床
数
は
6
0

床
あ
り
ま
す

。

　
対
象
の
患
者
様
は

、
慢
性
疾

患
を
有
す
る
認
知
症
高
齢
者
が

ほ
と
ん
ど
で
す

。
疾
患
の
コ
ン

ト
ロ
ー

ル
に
加
え

、
高
齢
者
の

暮
ら
し
を
整
え
る
介
護
及
び
身

体
の
機
能
強
化
を
図
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ

ョ
ン
が
求
め

ら
れ
て
お
り

、
病
棟
で
は
看
護
・
介
護
を
中
心
に
多
職

種
で
協
同
す
る
事
を
心
掛
け
て
い
ま
す

。

　
私
達
は

、
患
者
様
の
症
状
が
落
ち
着
い
た
後
も
自
立

し
て
暮
ら
せ
る
力
を
維
持
で
き
る
よ
う
に

、
ア
ク
テ
ィ

て
い
ま
す

。

　
国
は
2
0
2
5
年
に
向
け
て

　
　
　

《
訪
問
看
護

》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
師
長
　
甲
田
　
真
里
子

　
訪
問
看
護
事
業
部
門
と
し
て

「
み
や
ざ
き
訪
問
看
護

　
ス
テ
ー

シ

ョ
ン

」
が
あ
り
ま
す

。
訪
問
看
護
と
は

、

ビ
テ
ィ
に
力
を
入
れ

、
ス
タ

ッ
フ
も
楽
し
く
笑
え
る
サ

ー

ビ
ス
を
用
意
し

、
食
堂
で
実
施
し
て
い
ま
す

。

　
様
々
な
理
由
に
よ
り

、
在
宅
で
の
療
養
が
難
し
く
な

っ
た
患
者
様
に
と

っ
て

、
第
二
の
自
宅
の
よ
う
な
気
分

等
が
生
活
の
場
に
訪
問
し

、
看
護
ケ
ア
を
提
供
す
る

「

自
立
と
療
養
生
活
を
支
援
す
る

」
サ
ー

ビ
ス
で
す

。

障
が
い
を
持

っ
た
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や
ご
家
庭
で

そ
の
人
ら
し
い
療
養
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

、
看
護
師

で
過
ご
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い

、
患
者
様
と
接
す
る
努

力
を
し
て
い
ま
す

。

2
4
時
間
3
6
5
日
体
制
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す

。

ご
興
味
の
あ
る
方
は

、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
し
て
い
ま
す

。
そ
の

中
で
医
療
と
介
護
を
つ
な
ぐ
役

割
と
し
て

、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ

ョ
ン
は
今
後
重
要
な

写真

　
　
　
　
矢
野
　
理
子

　
　
　
　

（
ヤ
ノ
　
ミ
チ
コ

）

　

【
出
身

】

　
　
　
　
宮
崎
県

い

。

要
素
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

。
当
事
業
所
は
現

在

、
看
護
師
1
0
名

、
理
学
療
法
士
2
名
が
在
籍
し
て

お
り

、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
年
齢
に
か
か
わ

り
な
く
7
0
～

8
0
名
の
方
々
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し

約
4
0
の
医
療
機
関

、
5
0
名
の
先
生
方
と
連
携
し

、

★
人
　
事
★

■
医
師
の
入
職

　
　
　
　

（
平
成
2
7
年
1
月
1
日
付

）

　

【
名
前

】

　
　
　
　
　
頑
張
り
ま
す
！

」

　

【
出
身
大
学

】

　
　
　
　
長
崎
大
学

　

【
抱
負

】

　
　

「
元
気
に
前
向
き
に

～
部
署
紹
介

お正月で残ったお餅を使って、
とっても簡単にできる焼き餅
茶漬けはいかがでしょう？

ごはんの上にこんがり焼い
たお餅をのせて、塩を適量
ふりお茶をかけるだけ（＾＾）
お茶漬けのりをふりかけても
よいでしょう！

スナック菓子を食べるより、
だんぜん良いですよ（＾＾）
ぜひ一度お試しあれ！！！

12月はクリスマスということで、各
病棟、通所リハビリテーションなどで
クリスマス会を行ないました！
スタッフがサンタクロースに変身して
会を盛り上げ、歌やお話しを楽しみま
した！
スタッフにとっては利用者さん達の笑
顔が最高のクリスマスプレゼントでし
た（＾＾）

クリスマス会

《宮崎県民の味

絶品！チキン南蛮のタレ》

【用意するもの】

砂糖・・・90ｇ しょうゆ・・・70ｇ

お酢・・・60ｇ

3つを全てよく混ぜて出来上がり♪

2～3回分はあるので、冷蔵庫にストッ

クしておくと便利です。

鶏肉だけでなく、魚にかけても美味し

いですよ！

★小学生が病院見学に来られました★

1
2
月
4
日
（
木
）
に
、
小

戸
小
学
校
の
6
年
生
1
2
名

が
、
病
院
見
学
に
来
ら
れ
ま

し
た
。
訪
問
介
護
・
訪
問
看

護
・
居
宅
介
護
支
援
・
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
・
介
護
療
養
病
棟
を
見

学
し
、
事
業
所
の
説
明
や
利

用
者
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
、
有
意
義
な
時
間
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

《AB4病棟スタッフ》

《訪問看護スタッフ》

《永年勤続者の皆さん》

《介護療養病棟》

《訪問介護》《リハセンター》

《
循
環
器
内
科
専
門
医
》


